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［目的］ 
透析アミロイドーシス(HDA)の発症には透析歴に伴い増加する。その
背景に、炎症・酸化ストレスの関与が疑われている。そこで、HDA診断
基準による診断された症例、あるいはHDAの臨床症状と、炎症・酸化
ストレス指標との関連を検討した。 
［方法］ 
厚生労働省アミロイドーシス研究班により作成されたHDA診断基準に
基づき、HDA確定群、疑い群、非HDA群における炎症・酸化ストレス指
標 を次の式で求め比較検討した。 
C I 1=  CRP×ferritin÷Alb (アルブミン) x100 
C I 2=  CRP÷Alb x100 
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エラーバー： ± 1 標準偏差 
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結果と結論 
厚生労働省アミロイドシース研究班で作成した 
透析アミロイドｰシス (HDA) 診断基準と、慢性炎症指数 
との関連をみると、HDA確定群の慢性炎症指標が高い 
傾向が認められた。HDA発症の背景に慢性炎症 (炎症・ 
酸化ストレスが関与していると推測された。 
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